
 

大
会
に
は
、
執
行
部
、
代
議
員
、
特
別
代

議
員
、
傍
聴
者
、
来
賓
な
ど
合
わ
せ
て
約

２
３
０
名
が
出
席
、
議
長
団
に
は
本
部
定

期
大
会
で
は
初
の
女
性
議
長
と
な
る
、
熊 

 
 

 

本
地
本
の
神
原
歓
子
代
議
員
と
、
福
岡
地

本
か
ら
は
森
永
克
章
代
議
員
を
選
出
し

議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

執
行
部
を
代
表
し
て
許
斐
委
員
長
は

昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
次
世
代
役

員
の
育
成
と
継
承

・
組
織
問
題

・
２
０
１

４
春
闘
に
つ
い
て
総
括
を
す
る
と
と
も

に
、
今
年
度
も
会
社
と
は
是
々
非
々
で
対

峙
す
る
姿
勢
を
崩
す
こ
と
な
く
、
課
題
解

決
に
向
け
取
り
組
む
決
意
を
表
明
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
策
定
し
た
中
期
労
働
政
策

ビ
ジ
ョ
ン
に
ふ
れ
、
今
年
度
メ
ー
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
新
た
な

時
代

へ
確
か
な
継
承
と
し
て
い
る
。
今

後
、
様
々
な
こ
と
を
継
承
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
代
議
員
各
位
の
協

力
を
強
く
要
請
す
る
と
所
信
を
述
べ
ま

し
た
。 

 

質
疑
で
は
、
福
岡
地
本
か
ら
７
名
の
代

議
員
が
、
効
率
化
施
策
問
題
や
、
こ
れ
か

ら
の
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
運
動
を
担

っ
て

い
く
役
員
活
動
家
の
育
成
な
ど
、
多
く
の

意
見
が
出
さ
れ
、
執
行
部
の
答
弁
、
中
原

書
記
長
の
集
約
答
弁
を
経
て
、
す
べ
て
の

議
案
が
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
安
全
確
立
や
組
織
強
化

・
拡

大
、
政
治
的
政
策
課
題
実
現
に
む
け
た
取

り
組
み
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
大
会
宣

言
を
採
択
、
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
く
飛

躍

・
信
頼

・
創
造
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

積
極
果
敢
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
を
誓

い
あ
い
ま
し
た
。 

福
岡
地
本
の
代
議
員
質
疑
要
旨 

○
定
村 

博
之

・
小
倉
駅 

小
倉
駅
ホ
ー
ム
要
員
に
つ
い
て 

○
川
畑 

哲
実

・
直
方
車
両
セ
ン
タ
ー 

２
０
１
４
春
闘
に
つ
い
て 

博
多
～
直
方
ワ
ン
マ
ン
運
転
に
つ
い
て 

時
間
年
休
の
制
度
化
に
つ
い
て 

○
久
保
田 

耕
二
・
福
岡
地
本 

今
後
の
効
率
化
施
策
に
つ
い
て 

統

一
地
方
選
挙
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

○
宮
路 

亨

・
博
多
新
幹
線
乗
務
所 

組
織
機
構
の
見
直
し
に
つ
い
て 

新
玉
名
駅
ホ
ー
ム
担
当
に
つ
い
て 

○
尾
花 

有
美
香

・
門
司
車
掌
区 

女
性
社
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て 

女
性
専
用
寮
の
新
設
に
つ
い
て 

○
田
頭 

正
憲

・
福
岡
地
本 

政
治
政
策
課
題
に
つ
い
て 

退
職
者
連
絡
会
の
活
動
に
つ
い
て 

４
両
ワ
ン
マ
ン
運
転
に
つ
い
て 

○
岩
永 

康
志

・
福
岡
地
本 

組
織
機
構
の
見
直
し
に
つ
い
て 

安
全
の
確
立
に
つ
い
て 

組
織
課
題
に
つ
い
て 

女
性
社
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て 

統

一
地
方
選
挙
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 
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労
働
基
準
法
第
75
条
な
い

し
第
88
条
に
は
災
害
補
償

に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い

る
。
▼
労
働
者
が
労
災
を

被
る
と
、
治
療
費
が
必
要

と
な
る
し
、
治
療
中
は
働

く

こ
と
が

で
き
な

い
の

で
、
給
料
も
入

っ
て
こ
な

い
。
▼
そ
の
た
め
、
同
法
で
は
、

業
務
上
の
負
傷
や
疾
病
に
お
け
る

必
要
な
負
担
な
ど
を
使
用
者
に
対

し
て
求
め
て
い
る
が
、
必
ず
し
も

全
て
の
使
用
者
に
負
担
能
力
が
あ

る
訳
で
は
な
い
。
▼
そ
こ
で
、
第

84
条
に
お
い
て
、
労
働
者
災
害

補
償
保
険
法
に
よ
る
給
付
が
行
わ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
場
合
は
、

使
用
者
は
補
償
の
責
を
免
れ
る
と

さ
れ
る
。
▼
国
の
労
災
保
険
制
度

は
健
康
保
険
制
度
と
は
異
な
り
手

厚
い
救
済
を
受
け
ら
れ
る
。
ま

た
、
療
養
中
は
、
打
切
補
償
が
行

わ
れ
た
場
合
な
ど
の
例
外
を
除

き
、
解
雇
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
労

基
法
第
19
条
に
よ
り
身
分
が
保

障
さ
れ
る
。
▼
し
か
し
、
労
働
基

準
監
督
署
長
の
労
災
認
定
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
業
務
内
容
が

複
雑
化
し
て
き
た
こ
と
も
あ

っ

て
、
そ
の
認
定
に
至
る
ま
で
に
は

多
く
の
時
間
を
要
す
る
。
ま
た
、

認
定
条
件
が
厳
し
い
た
め
支
給
に

な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
こ
と
も

今
後
の
課
題
で
あ
る
。
▼
な
お
、

労
基
法
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い

通
勤
災
害
も
労
災
保
険
制
度
の
対

象
と
な
る
が
、
労
基
法
第
19
条

に
規
定
す
る
3
年
間
と
そ
の
後

の
30
日
の
解
雇
制
限
に

つ
い
て

は
業
務
災
害
が
対
象
で
あ
り
、
通

勤
災
害
は
原
則
と
し
て
業
務
災
害

で
は
な
い
た
め
、
同
19
条
に
よ

る
保
護
は
な
い
。
▼
そ
こ
で
、
Ｊ

Ｒ
九
州
労
組
は
、
組
合
員
の
各
種

の
処
遇
に
つ
い
て
、
労
働
協
約
で

そ
の
取
扱
い
を
決
め
て
い
る
が
、

引
き
続
き
、
時
代
環
境
に
応
じ
た

改
善
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。  

 

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
７
月
11

日
、
熊
本
市
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
熊
本
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
で
第
23

回
定
期
大
会
を
開
き
、

安
全
の
確
立
に
む
け
た
取
り
組
み
や
、
組
織
強
化

・
拡
大
、
将
来
の
Ｊ
Ｒ
九
州
を
見
据
え
た
中
長
期
的
な
政
策
課
題
の
実
現
を
は

じ
め
と
す
る
２
０
１
４
年
度
の
運
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
福
岡
地
本
選
出
の
中
村
芽
中
央
執
行
委
員
の
退
任
に
伴

い
、
福
岡
地
本
本
社
支
部
運
輸
分
会
の
吉
田
春
菜
さ
ん
を
新
た
に
中
央
執
行
委
員
と
し
て
選
出
し
飛
躍

・
信
頼

・
創
造
の
新
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
く
た
め
、
積
極
果
敢
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。 

福岡地方本部で新たに結成された各支部を紹

介していきます。 

○支部長【代理】権藤敏明（北九州施設連合分会）    

○所属分会（13分会）  

ＪＲ九州病院・社員研修センター・門司駅連合 

小倉駅連合・黒崎駅連合・折尾駅連合・行橋駅連

合・ＪＲ九州旅行北九州・門司車掌区・北九州施設

連合・北九州電気連合・小倉運転区 

地域本社 

○支部の特色 

組合員約1,200名が所属しており、福岡地本では博多

支部の次に組合員の多い支部です。 

○支部体制になって変わったこと 

色々な職種で役員体制を構成しているため、会議等

では支部役員と分会役員とで助け合いながら活動を

行っています。 

○今後の抱負 

各支部の良い所を取り入れ、より効率的な運営がで

きるよう工夫していきます。 


